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今日は沖縄慰霊の日です
•沖縄戦は1945年4月1日の沖縄本島上陸作戦が始まりで、6月22
日（23日）に牛島第32軍司令官自決までとした

•この日を慰霊の日として1961年に琉球議会に提案された

•昭和天皇が1981年のお言葉の中に忘れてはならない４つの日を
示す

•終戦記念日、広島の原爆の日、長崎の原爆の日、そして6月23日
の沖縄の戦いの終結の日

•日本国土で行われた戦闘で沖縄の民間人9.4万にを含む約20万
人の犠牲者を出す

•これらの犠牲者の追悼と二度とこのような悲惨な戦いが起きない
ように祈念する日である



全国で0.56人増加している
最低は秋田の2.62人
最高は沖縄の18.41人





東京と東北・北海道を比較するため、
縦軸を同じにするためにグラフを上下
方向で縮小している





今日ニュースを見ていてショッ
クだった事件を紹介します



AFP配信



潜水艇ツアーで事故発生



潜水艇を使っ
たﾂｱｰ
•6月18日にﾀｲﾀ
ﾆｯｸ号に向かっ
た潜水艇と連絡
が取れなくなる
•深海3800mに沈
んでいるか？
•２時間程で到着
•96時間分の酸
素がある





•全長6.7ｍ

•全幅2.2ｍ

•全高2.8ｍ

•重さ10ｔ

•巡航速度
5Km/h

•定員５名

•最高到達
深度4000m

•艇内の広
さはﾐﾆﾊﾞﾝ
程度



•海外の情報誌
•左上は事故の状況
が書かれている
•右側にはﾀｲﾀﾝの諸
元事項がある
•４つの電動ｽﾗｽﾀｰ
が推進装置
•２Dｿﾅｰ 光源 健
康ﾁｪｯｶｰ
•ｹﾞｰﾑｺﾝﾄﾛｰﾗｰとﾀｯ
ﾁｽｸﾘｰで操縦





しんかい６５００

全長 9.7ｍ
全幅 2.8ｍ
全高 4.1ｍ
全重 26.7ｔ



タイタンと呼ばれる潜水艇
•カナダの企業が潜水地

点まで運ぶ

•陸地から800Km離れる

•ここから潜航する

•艇内は暖房なし照明なし

•簡易トイレがある

•操縦はﾌﾟﾚｲｽﾃｰｼｮﾝのｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸのようなもの

•安全性は担保されていたのか



潜水艇の問題点
•旅客を乗せるという意味での安全の確保はない

•研究船という位置づけ 世界で認められたのは10機

•潜水艇は自重で沈んでいく ＞動力機関は貧弱

•浮上する時は錘を外すだけ

•10時間以上経つと自動的に浮上する仕組み

•それができないということはどこかに引っかかってい
る可能性（ﾀｲﾀﾆｯｸのどこか？）

•耐圧部分での問題



裁判所でも指摘された •裁判は機密漏洩が
争われた

•公判時に安全性に
ふれた部分があっ
た

•安全対策が不十分

•ﾊｯﾁは中から開か
ず

•窓の耐圧能力は
130気圧しかない





覚悟が必要な乗船者
•現在までの運航は2021年６回 2022年７回

•乗船人数 29人 うち有料の乗船者 21人

•ツアー参加費は3500万円 （当初は1500万円ほど）

•「死亡しても責任を負わない」という免責書類に署名

•乗船中の「潜水艇搭乗時には身体的負傷や障害、精
神的トラウマ、死亡が発生するおそれもある」は免責

•死亡や身体障害が発生するおそれがあると明記

•しかし今まで事故はなかったと説明



このような高額なツアーに参加する訳
•この他にも高額ツアーがある

•その一つが宇宙体験である

•ヴァージン・ギャラクティック社は今月第一回を開催

•6月27～30日に実施

•第二回目は8月中旬

•スペースネプチューン社は2024年から気球による宇
宙体験を ＞費用は1800万円

•現在1000人以上の申し込みを受けている



近畿日本ツーリストのＨＰ





約6300万円



このような高額なツアーに参加する訳
•現在世界では富の集中が進んでいる

•大富豪が増えている

•世界のビリオネア 2755人（2021年）





このような高額なツアーに参加する訳
•現在世界では富の集中が進んでいる

•大富豪が増えている

•世界のビリオネア 2755人（2021年）

•これらの人の中に既存の遊びや体験では満足できな
い人たちがいる

•他の人がやったことがないことに挑戦する

•その先が宇宙であったり海底であったりする

•安全性がどの程普度担保されているのかは二の次ぎ



フランスで地震が発生



フランスでM5超えの地震が発生
•6月16日夜から
地震が多発

•大西洋岸を中心
に広範囲

•最大はM5.8 

•ﾖｰﾛｯﾊﾟ大陸はｱ
ﾙﾌﾟｽ山脈以北は
あまり地震の無
い所







６月２０日は何の日ですか？



世界難民の日
•2000年12月4日 国連総会で

「世界難民の日」制定

•OAUの難民条約発効の日を

記念した「ｱﾌﾘｶ難民の日」

•紛争や迫害から逃れることを

余儀なくされた人々の苦境に

立ち向かう勇気を称える日

•UNHCRが中心になって活動 渋谷で難民フェス開催

世界難民の日のロゴ



•6月15日深夜 難民を
乗せた船が転覆
•救命胴衣もつけず数百
人が乗船
•出航はリビア
•目指したのはｲﾀﾘｱ
•人身売買容疑者逮捕
•出身国は不明
•乘るための費用様々
•2400ドル/人も払う事も



増え続ける難民
•2023年6月現在世界で１.１億人の難民がいる

•紛争や迫害によって家を追われた人

•国内で難民になっている 約6250万人

•国外で難民になっている 約3530万人

•難民として生まれた子どもの数 約38.5万人/年

•難民を受け入れている国の76％が中低所得国

•紛争が起きている国の多くは中低所得国

•お金がないので遠くに行けない

2022年資料

４０％は子ども

７０％が近隣国



難民の抱える問題 例：トルコ
•最も大量の難民を受け入れている国ﾄﾙｺ 約380万人

•うち330万人がシリア難民

•先日の大統領選挙の結果

•今後数年間で100万人を帰国させる

•シリアからの難民を最初は友好的に受け入れた

•変化の理由は治安悪化や就労機会を奪われている

•言語の違い トルコ語とアラビア語

•強制力を持たせるかどうかが問題

イスタンブールで50万人



難民の抱える問題
•財産を持たずに移動することが多い

•UNHCRなどが設置する難民キャンプで生活

•医療や教育の支援を受けにくい

•今回のｽｰﾀﾞﾝ紛争では220万人が国外へ避難

•多くはチャドへ

•国内も含めて2500万人に支援が必要

•チャドは最貧国の1つ この国自体が支援が必要

•そこに難民が押しかけているので問題は大きい

収入を得る仕事がない



難民の抱える問題
•難民の中で再定住できた人数 約11.5万人 >約１％

•自分達が住んでいた所に帰れた人数 約570万人

•難民として国外に逃れた人の中で国籍を持たない人
の数 約440万人

•これらの人はどの国からも国民として認められない

•教育や医療を受ける、雇用など機会の制限

•難民としての生活が５年以上続いている人が67％

•今後どのように解決していくかは問題山積

2022年の数



コンゴ 武装勢力の襲撃で家を奪われた



改正入管法の成立の中で
•6月14日時点でのウクライナからの避難民

• ２１４３人 （東京５９４人 関東地方全体１０４７人）

•この人たちは難民とは言わない

•難民の条件

• ＞自国の政府から何らかの迫害を受けている

•ウクライナの場合は他国から攻撃されていてそこか
ら避難している

•９０日間の在留許可 その後１年の特定活動が可能



電気自動車の標準化は



世界標準
•世界で売れるためには
世界標準が必要
•開発した企業の寡占率
•採用する企業数
•EVの規格は現在５種
•日本 中国 欧 米 +
テスラ
•今回GMがテスラに乗
ることに



150Kw



•問題は電気のコンセ
ントと同じような問題

•プラグの形状の違い

•電圧の違い

•周波数の違い

•海外に行く時に不便

•充電器はプラグ以外
対応している



今後EVが普及していくだろう
•現在国内のEV普及状況 2022年 95426台 約4％

•国内のガソリンスタンド数 29005か所

•国内のEVスタンド数 19331か所

•年間１万Km走行するとして

•EV 47,678円 1Kw/h 31円で計算 小型車666Kw

•これは家庭のコンセントで充電した場合

•ガソリン 106,560円 15Km/ℓ １ℓ160円で計算

政府目標は
15万か所



そう簡単な問題ではなさそう
•日本では2009年三菱imiev 2010年日産リーフ発売

•東電も参加して充電網を設置へ動く

•2011年 東日本大震災で東電の影響が低下

•2019年 東電と中部電力がEVｽﾃｰｼｮﾝ設置へ動く

•今後の課題は高出力充電器の開発

•日本 150Kw/h EU 350Kw/h テスラ 250Kw/h

•日本と中国で共同開発 900Kw/h

•問題点 電力供給側の整備 EV側の対応



そんな中で発表された新型電池
•トヨタ自動車が新型電池
を発表

•全固体電池

•他の自動車メーカーも追
随している

•充電時間が10分

•走行距離も２倍

•これが実用化されれば
革命的成果

ＢＥＶファクトリー



国産メーカーも本腰を入れる
•トヨタ 研究開発費 1兆1300億円

• EV生産台数 300万台 （ＢＥＶﾌｧｸﾄﾘｰ170万台）

• EVだけでなく水素ｴﾝｼﾞﾝなど多様化で勝負

•ホンダ 開発費 約8兆円/10年 20年代後半に実用化

• EV生産台数 200万台

•日産 研究開発費 約２兆円/2年 28年に実用化

• EV生産台数 230万台（2030年）

•軽自動車ﾒｰｶｰがどのように考えるか？



さらに新しい電池の登場
•全固定電池 ＞生産コストが高く大衆車には不向き

•充電ｽﾃｰｼｮﾝも新規に設置する必要がある

•現在のリチウムイオン電池の改良も進める

•トヨタはリン酸鉄リチウムイオン電池を開発

•従来型より20%航続距離を延ばす

•生産コストも従来型より40%削減

•2027年にはリリース可能



地球温暖化の影響



地球温暖化の影響か
•オオズワイガニが大漁

•北海道で大量発生

•２杯300円と激安

•漁師にとっては迷惑

•網を食い破る被害

•タコが激減

•原因は水温上昇

•タコはカニを食べる

赤潮が原因



影響は他の魚種にも
•伊勢海老といえば三重県が有名

•和具漁港は昔から伊勢エビの水揚げでは日本一

•2016年 年間４０ｔの水揚げ

•2021年 年間７ｔに激減

•原因は海水温の上昇で海藻が激減 ＞伊勢海老減

•北限が千葉県と言われていた

•福島県で2010年頃から取れ初めた

•磐城イセエビという名でブランド化

サンマが獲れなくなる







•水温が上が
ると海藻が
生育しにくく
なる
•冬になっても
水温が低下
しないとウニ
などが活発
になる
•エサとして海
藻を食べる

•磯焼けに



•原因は不明だが

•今年の能取湖のホタテは
壊滅状態

•３年がかりで養殖したホタ
テの９割が死滅

•被害は７億円

•昨年は日本海側で大量
のブリが水揚げされた

•全体的に水温が上昇して
いるのが原因



•この100年で日本
近海の海水温は
+1.16℃上昇

•特に日本海側の
上昇が目立つ

•これによって海中
の環境が変化

•東京湾の入口に
サンゴ礁が形成さ
れているという



20230620 21:00



４月と５月の海面温度は１８５０年



北大西洋でも
•ｲｷﾞﾘｽ近海でも異常海洋
熱波が発生

•場所によっては平年を
5℃上回るところも

•4月と5月の海面温度は
1850年以来最高

•魚類やｻﾝｺﾞ、海草といっ
た海洋生物のリスクは大

•磯焼けが進行

４月と５月の海面温度は１８５０年４月と５月の海面温度は１８５０年







米中首脳会議



•中国の気球を撃ち
落としたことから
関係悪化

•同時期にﾌﾞﾘﾝｹﾝ
氏の訪中が中止

•初日秦剛外相と会
談

•台湾問題等かなり
厳しい会談であっ
たようだ



現在米中間で懸案になっている事
•台湾問題 中国は台湾は自国の一部だと主張

•アメリカは台湾政府を支援する方向なので真向から
対立

•アメリカの艦船の前を横切るなどの危険行為

•南シナ海での人工島建設等の一方的支配

•中国の電子部品などの制裁

•チベットの人権問題

•課題山積で関係改善に直ぐ結びつくものでは無い



最終段階で実現した習氏との会談
•中国側が周近平氏
との会談をどうする
か表明せず

•帰国寸前になって
実現

•中国側の意思表示
を感じる

•秋のAPECで訪米が
実現するかも





2017年のティ
ラーソン国務
長官との会談
との違い
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